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10 月５日､ 第16 回 町民ウォーキン グ大

会 が 開 催さ れまし た 。町 内､ 町 外 から約

１２０名 の 皆さ んが 参加し､ あ つかし山 ま

での 往復９Ｋｍのウォーキン グを 楽し みま

し た｡ 柔らかな 木漏 れ日を 浴 びて､ 参加 者

たち は山頂を 目指します。
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町決算
歳 入　５０億5757 万円

平
成
十
四
年
度
国
見
町
各
会
計
決
算
は
、
九
月
議
会
定

例
会
に
お
い
て
審
議
の
の
ち
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

各
会
計
の
決
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

町
民
皆
様
の
要
望
を
踏
ま
え
つ
つ
、
行
財
政
の

一
層
の

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
「
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」「
心
豊
か
で
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
町
政
運
営
の
基
本
目
標
と
し
、
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
、

積
極
的
に
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

平

成
卜

四

年
度

．
般
会

計
決

算

は

．
巌

人

総
額

九
卜

億

だ
千

Ｌ

百

瓦
卜

匕
万

円
（
前
年

比
四
・

九
％

減

）
で

、
歳

出
総

額
四

十

八

億

瓦

１
一
：
自

六

十

八

万

円

（
前

年

比

だ
・
じ

％

増

）
と

な

り

ま
し

な

．

巌
入

巌
出

差

引

額

は
．
．
億

四

百

四
十

九
万

匕
１

円
と

な
り

、

卜

瓦
年

度

へ

の
繰

越
財

源
三

卜

九

万
一
一
１

円
を

除

い
た

実
質

収

攴
は
二
億
四
百
五
十
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
前
年
度
の
繰
上
償

還
の
効
果
に
よ
り
、
公
債
費
は

前
年
比
三
十
八
・
匕
％

の
減
と

な
り
ま
し
た
．

一般会計決算収支の状況

①歳　　 入　　　　50 億5,757 万円

②歳　　 出　　　　48 億5.2 万円

③差　　 引（ １－ ２） ２億489 万円

④翌年度 へ繰越 すべき 財源

39万円

⑤実質収 支(  3 ｰ 4 ) 億450 万円

⑥単年度 収支　　　　　6,663 万 円

⑦実 質単年 度収支　 １億9,946 万円

( 7 十 8 十 9 ｰ 10 )

単年度収支は、実質収支から前年度

の実質収支を差引いた数値です。

実質単年度収支は、財政調整基金及

び町債繰上げ償還分を加減した数値

です。

町民一人当りの歳入決算

町　税　　　81735 円

たばこ税ほか　　　 町民税　　　 固定資産税

悟 尸 丿　 呶97　 み 舞　7,918

円　　　　26,982 円　　　46.835 円

町　債

φ ゛56.777

円 �

国県支出金

ん38.810

円 �

¬7/185.828

円

計

50 , 964円 ��

その他の収入ﾉ

）85.582

円

(平成15 年3月末の酊の僅民登録人口1  1 .215人)



平 成
14年度 国 見
一般会計決算額

歳 出　４８億5,258 万円

性質別に見てみると （　 ）は前年 対比

後
年
度
負
担
へ
配
慮

十
四
年
度決

算
の
特
徴

十
四
年
皮
決
算
で
は
、
歳
人

で
は
交
付
税
改
依
に
伴
う
地
方

交
付
税
の
減
や
不
以
父
に
よ

る

税
収
の
減
に
よ
り
、
一
般
財
源

の
減
少
が
続
い
て

い
ま
す
が
、

経
常
的
な

．
般
経
費
の
見
心
し

に
つ
い
て
は
予
算
編
成
の
段
階

か
ら
収
り
組
み
、
前
年
比
５
・

３
％
の
滅
と
な
り
ま
し
た
．

．
方
普
通
建
設
嘔
業
で
は
、

袖
助
事
業
や
財
政
支
援
の
あ
る

起
債
事
業
を
選
択
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
前
年
対
比
Ｉ
・
５

％
増
と
な
り
ま
し
た
。。

起
債
嘔
業
等
に
つ
い
て
は
、

交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
も

の
を
選
択
し
、
歳
入
は
地
方
交

付
税
、
財
政
訓
整
基
金
繰
入
金
、

繰
越
金
の
減
に
よ
り
、
対
前
年

比
1
0％
を
超
え
る
減
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
町
債
の
う
ち
普

通
交
付
税
か
ら
の
振
替
分
、
臨

時
財
政
対
碵
依
は
前
年
比
9
8・

２
％

増
と
、
ほ

ぼ
２
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
対
前
年
比
５
・

７
％

の
減
、
公
債
費
が
前
年
比
3
8

・
７
％
と
大
幅
減
と
な
り
ま

し
た
。
投
資
的
経
費
は
普
通
建

設
事
業
費
は
Ｈ
・
５
％
の
増
と

な
り
ま
し
な
。

町民一人当りの歳出決算

衛生費 民生費 総務費 議会費

54.433 円 51.456 円 76.060 円 8.912円

消防費 土木費 商工労働費 農林水産業費

17.259 円 48.67 ﾌ円 2.963円 6５,３４０円

計
432,686円

災害復旧費

2.476 円

公債費

49.77 円

教育費

55.337円



平成14年度 主な事業
産業の盛んな 活力あ ふれるまちづくり

市町･1営ふるさと農遺棄急整爾事業……………………4 . 370万円
県営輿遭整価事業員 担 金 (中山車･小坂地区)…………1  . 235万円

滑川水路施設適正化事業…………………………………2.020 万円
膕軻総合整備事業……………………………………１偉5.484 万円

淆川水路災害復旧事裏………………………………………323 万円
水田農業経営確立対策……………………………………2.098 万円

農業耀堂碁盤啓化促進事業…………………………………427 万円
中山間地域等直接支払事業…………………………………306 万円

膏産搨貝対策事業……………………………………………234 万円
菘くい虫防吟事業…………………………………………れ ｱ 80万円

市町利営北口線ふるさと林道緊急整傭事集…………………２傳円
中小企業金融対策(預託翕等)……………………………れ ｱ ｰ 0万円
商工業の育成事業……………………………………………660 万円

勤労者金融対策{預託金神}…………………………………544 万円
觀光･まちづくり推進事業………… ………………………456 万円

次代を担う青少年の育成を目指す教育と文化の町づくり

教育篇鮫の雙爾………………………………………………551ﾌ5 円
教育の充実…………………………………………………･ 2 . 78 お万円

学校保匈対策…………………………………………………369 万円
生涯学習間迎事業…………………………………………1.630 万円

芸術文化振興事業……………………………………………B20 万円
文化財保鰮管理事業…………………………………………444 万円
スポーツ振興・団体育戒事業………………………………513 万円
多目的体育篇設整備事業……………………………２憧2.  6 万円

町民総参加のまちづくり の推進

行政事務電算化事龝………………………………………3. 305万円
広域行ａ事l馴一郎再掲)……………………………5  第 8 い 4 !万円
税羈事務の効串化(再掲)…………………………………れ 34 0万円

剿政運曾の効串化…………………………………………858 万円
広報広鵈活勣の充実…………………………………………277 万円

国際交流等の推進(一郎再掲)………………………………835 万円
地域コミュニティの雛進…………………………………れ 883 万円

誰もが希望を持ち住んでよかつたと思えるまちづくり

地籍纃査事業の推進………………………………………3.549 万円
地方特定遭路事業(銅鑼川康纖)………………………….120 万円

緊息地方道路富士見橋架瞽工事…………………………5.500 万円
改良舗装事業……………………………………………….  24 万円

i可jljの改良……………………………………………………440 万円
水道施設整四事桑出資金碍……………………………｜僵765 万円

水遭施設整魯事業【水道事業会計】………………………9. ① 74万円

立地環境を活かし、均衡のとれた快適なまちづくり

防災対策(防災まちづくり事業等)………………………1、461万円
消助、叙息対策(消防団育成､消防縮合負拒全等)･･･1僮6. 1 囲万円

交通安全対策の推進…………………………………………30S 万円
防犯対薫の推進………………………………………………457 万円
公共下水道串舞………………………………………１億7.851万円

合懈処理浄化槽設麗螫傭事業……………………………れ 792 万円
し尿・ごみ処理対策事集…………………………………ｱ  . 6 万円

ごみ波皿資源化等環境対策…………………………………707 万円
公営住宅建設事業(シルバーハウジング)………………8. 680万円

定性化僅進総合対篥事業…………………………………1. 172万円

少子高齢化社会に対応できる健康で安心のまちづくり

常設 一季節保育所関連……………………………………･ , 719万円

乳児医療費助成事業………………………………………2.035 万円
児蠢手当支給事輿…………………………………………3.324 万円

児童･高齢者福祉施設豊働事業…… ………………………104 万円
靈度身舞者医療費助成事業………………………………2 い 引万円

闥害者襴祉閥違………………………………………………930 万円
生きがい対篥………………………………………………548 万円

高齢者襴祉サービス事輿…………………………………1.4  ー9万円
値廡増進事業………………………………………………2.465 万円

健 ( 検 } 事桑………………………………………………3.4  ー8万円
公立瓣田総合痢院負担全……………………………2  健 8 靆 万円

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

特
別
会
計
の
合
計
額
（
財

産
区
、
水
道
を
除
く
）
は
、

巌
入
二
十
九
億
五
千
三
百
二

十
六
万
円
、
歳
出
は
二
十
八

億
三
千
十
七
万
円
で
、
差
引

一
位
二
千
三
百
九
十
六
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
、

昨
年
十
月
の
健
康
保
険
法
の

改
正

に
よ
り
老
人
医
療
費
の

抑
制
が
期
待
さ
れ
た
も
の
の
、

支
払
基
金
交
付
金
の
減
に
よ

り
歳
入
不
足
を
招
き
繰
上
充

用
措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で

は
、
加
入
者
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
対
前
年
比
四
％

の
増

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
。
介

護
保
険
特
別
会
計
は
、
対
前

年
比
約
二
〇
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

特
別
会
計
、
財
産
区
会
計

及

び
水
道
事
業
会
計
の
決
算

額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成14年度 特別会計決算 ( 単位:千円)

会 針 名 巓 入 瘢 出 賞賛収支
山長青英財産管理 773 597 176
公　共　下　水　道 螂 .951 305.689 1.

国 民 皿 康 像 険 860,179 789､733 70.446
老　 人　 保　 饐 1 . . 圏 5 1,(冶l.643 心ｱ58
土 地 間 鈍 事 業 0. 腱 7 1 . い 9 38.708
湯 水 対 策 施 設 71.158 69. 7 1 .211

貴 田 簡 易 水 道 9. 8.8 446
介　 Ｉ　 保　 陝 396,598 .527 い .0 ﾊ
略 食 セ ン タ ー .83 .0

 四 S24

平成14年度 財産区会計決算 r皇位:苓円 ）

会 計 名 蠍 λ 癨 出 実質収支
大　　 木　　 戸 215 109 106
入　　　　　　 山 3.4 8.423 7Q
●　　　　　　 田 194 162 32
石　　 毋　　 田 164 96 68

石毋田については財産区 謫会 で闘定

平成14年度 水道事業会計決算 (単位:千 円)

区　　分 収 入 支 出 差引鶴
収　益　的　収　支 163 ｺ 142. 加 . 2
賞　本　的　収　支 . 3 99.941 △.  5
賀本的 収支は制度上不足翻が生じ。これを建雄改良 積立全 ，減佃積立金など

により 樢朋し ている。



指数で
見る

財政状況

へ �14
年度 �13年度 �12年度 �11年度 �10年度 �県平均

経常収支比率 �74.8 % �74.0 % �72.6 % �70.9 % �72.5 % �76.1 %

公債費比率 �10.3 % �14.7 % �14.4 % �14.2 % �14.9 % �13.9 %

公憤賢負担比率 �14.0 % �21 . 3 % �15.3 % �15.1 % �16.5 % 口7.2  %

く繰上げ倹還を含まず）�( 10.3 % )�( 13.2 % )�( 12.9 % )�( 12.9 % )�( 14.9 %〉�-

起債制限比率 �3.5 % �5.1 % �5.6 % �7.0 % �9.0 % �9.0 %

財政力指数 �0.3 加 �0.82 �0.83 �0.3 �0.310 �-

県平均は平成12年度の数値

各
市
町
村
の
状
況
は
、

そ
の
面
積
や
人
口
、
地

形
、
歴
史
等
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
に
よ
り
異
り
ま

す
。
そ
れ
と
と
も
に
市

町
村
の
お
金
の
使
い
道

や
税
金
な
ど
の
入
り
方

な
ど
、
財
政
状
況
も
大

き
く
異
り
ま
す
。
総
務

省
で
は
市
町

村
の
財
政

状
況
を
分
析
す
る
、
各

種
指
標
（
指
数
）
や
基

準
を
設
け
て
い
ま
す
。

旧
自
治
省
（
現
総
務

省
）
が
平
成
九
年
度
に

財
政
健
全
団
体
と
し
て

の
基
準
を
示
し
て
以
来
、

国
見
町
で
は
そ
の
基
準

を
満
た
し
健
全
団
体
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
市
町
村
合

併
や
地
方
分
権
な
ど
、

大
き
な
課
題
を
抱
え
る

中
に
あ
っ
て
尚
一
層
の

財
政
基
盤
の
充
実
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
国
見
町

の
財
政
指
数
等
を
解
説

し
ま
す
。

財政の弾力性を表す

経 常収支比 率 74.8 ％

財政の弾力性（ゆとり）を見るための指標で

す。使い 道を制限されない経常的な収人（町税、

普通交付税等の毎年収人される性質の収 入｡）

に対する経常的な支出（人件北、公債費、扶助

９ 等の毎年経常的に支出される もの｡）の割合

を示し ます。低いほど財政にゆとりがあ り、さ

まざまな状況に柔帆に対応できます｡ 特に75％

以下が財政健企団体の条件とされており、国見

町では75％以 下の水準を保ってい ます。

財政力指数 0.320

地方公共団体の財政力を示す指数です。財政

力指数が商いほど自主財源（地方公共団体が自

ら鯛達で きる財源）の割合が高く、財政力が強

いことになります｡ 地方交付税により算定し た

基準財政収 入額を基 準財政需 要額で除して得

た数値の過去３ヶ年間の平均値であり、岡見町

で は標準的 な歳出のうち３割 程しか自ら 調達

で きず､７割を国に依存している状況です。

公債費の負担状況をあら わす

公 債費負担比率　実質10,3 ％ { 練よ償還分を
含めると14.  晴 )

公債費負担比率は、公債費償還に充てられた

一般財源と歳入全体の一般財源総額との割 合

を示し ますO 標準財政規模( 普通交付税の算定ljll

いられるその自治体にとっての標準的 な

･般財源の規模) により対比するのに対し。公

依費負担比半は一般財源( 地方公共団体がその

判断で使える収入で､地方税､ 地方交付税など)

総額との対比をします。公債費負担比率14.0％

は 繰上げ 俄還 も含 んでお り、こ れを 除く と10.3

％ となります｡20％が危険ラ インい われて

い ます。

起債制限比率 3.5％

地方債の許可制限のために総務省の地方債

許可方針において定められた指標で､ 繰上 償還

などの臨時的な要囚や。公依費に充てられる特

定の財源､ 地方交付税などにより他から措置の

ある財源等を除 き、町が負担しなけ ればならな

い公債費が一般財源に占める割合をいいます。

この 致値が13％ を超えると危険な状態である

といわれ、こ の指標が20％以上になると、一 部

の地方債の許可が制限されます。 また､10％未

満であるこ とが 財政 健令団体の要件 となって

い ます。

問い合 わせ

企画財政課企画財政グループ
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財
政
用

語

一

般

財

源
・・
・
地

方

公

具

団

体

が

そ

の

判

断

で

使

え

る

歳

入
｛

収

人

｝
で

、

地

方

悦

、

地

方

交

付

税

な

ど

を

い

い

ま

す

。

特

定

肘

源
・
：

補

助

金

の

よ

う

に

、

特

定

の

事

業

に

使

う

た

め

に

川

か

ら

交

付

さ

れ

る

歳

入
｛

収

入

｝
を

い

い

ま

す

。

標

準

財

政

規

模

…

地

方

公

共

団

体

の

標

準

的

な

状

照

で

緬

常

収

人

が

見

込

ま

れ

る

一

般

財

濠

の

麗

隋

を

示

す

指

標

。

財

政

分

析

の

指

像

算

川

の

た

め

な

ど

に

も

利

川

さ

れ

ま

す

。

地

方

交

付

税
・
：

地

方

自

治

体

同

の

財

源

の

不

均

衡

を

是

正

し

、

す

べ

て

の

地

方

自

治

体

が

介

刈

的

か

つ

妥

ｉ

な

水

準

の

行

政

を

行

う

の

に

必

麗

な

財

源

を

保

障

す

る

も

の

で

す

。

Ｍ

観

の

所

得

税

の

一

郎

を

原

資

と

し

て

久

付

さ

れ

、

皿
Ｕ
通

交

什

税

は

。

基

準

財

政

霜

要

黐

が

、

＆

凖

吋

政

収

入

額

を

超

え

る

場

合

に

、

そ

の

超

え

る

顴

を

交

付

さ

れ

る

も

の

で

あ

り

、

ま

た

特

別

交

付

税

は

。

特

別

な

財

政

嘗

変

に

対

応

し

て

交

付

さ

れ

ま

す

。



伊
達
地
方
任
意
‘

合
併
協
議
会
の
動
き

第
３
回
伊
達
地
方
合
併
協
議
会
が
去
る
９
月
知一
日
開
催

さ
れ
、
新
市
将
来
構
想
新
市
建
設
計
両
の
概
念
と
進
め

方
、
及
び
第
１
回
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
示
さ
れ
る

新
市
将
来
構
想
と

新
市
建
設
計
画

新
巾
将
来
構
想
は
広
域
圏
計

画
等
や
各
所
の
総
合
計
画
、
住

民
意
向
調
査
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
も
と
に
各
町
の
を

蹄
ま
え
な
が
ら
、
新
巾
の
将
来

漾
を
描
き
、
新
市
建
設
計
画
の

骨
格
や
理
念
、
実
施
す
べ
き
施

策
の
方
針
及

び
ま
ち
づ
く
り
に

不
叮
欠
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方

向
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
示
す
も
の
で
、
今
後
の

新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
指
標
・

指
針
と
な
る
べ
き
重
要

な
も
の

で
す
。

ま
た
、
新
巾
建
設
に
計
画
に

新
巾
将
来
構
想
を
も
と
に
新
市

が
進
む
べ
き
雌
本
的
な
計
画
と

な
り
ま
す
、

新市将来構想・新市建設計画の概念と進め方

合　併　協　議　会

協議･作成

新市将来構想
地域のビジョンや施策の方針などを盛り込み、

新市建設計画の骨格・理念部分を策定します。

伊達９町の住民が、町村合併について関心を

高 め、新 市づくりの 方向 性を検討 する資 料

として作成します。

住民に対 し、合 併後の新 市の姿 につい ての

情 報を提 供し 、住民 意向を 反映し たまちづ

くりを実現する ことを目 的とし ます。

住民意向

調査

伊達９町の

総合計画等

県総合計画、

広域圏計画等

新市建設計画 (合併特例法第5条関係)

一新市将来 構想をもと に、 新市が進む べき基 本的 な

計画（ 計画期間10 年）を策定します。

一合併特 例法に定める 財政 措置を受ける ため、合 併

特例事業を整理します。

〈内 容(基本) 〉

①新市建設の基本方針
②新市建設の根幹となるべき事業に関する事項

③新市の公共的施設の統合整備に関する事項

④新市の財政計画

〈財政 計画と の整 合〉

○施策を計画的に実施していくために。施策の優
先順位と今後の財政見通しを明らかにします。

○建設計画と財政計画の期間は１０年間とし 、計

画的な財政運営のため、年次別に重点的 ・効率

的な配分を図ります。

的
確
な
情
報
発
信

・
住
民
説
明

会
等

・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
の
作
成
・
配
布

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
協

議
会
だ
よ
り
へ

の
掲
載



第
１
回
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

伊
達
９
町
が
合
併
し
た
場
合
と

合
併
し
な
か
っ
た
場
合
の
今
後

の
財
政
状
況
を
数
値
化
し
た
も

の
で
す
。

現
時
点
で
は
、
合
併
し
た
場

合
の
各
種
事
業
等
の
内
容

が
ま

だ
明
ら
か
で
な
く
、
加
え
て
社

会
経
済
情
勢
の
見
通
し
、
国
に

お
け
る
地
方
財
政
制
度
の
行
方

に
つ
い
て
も
、
不
透
明
な
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で

も
合
併
後
の
財
政
の
す
う
勢
を

予
測
す
る
こ
と
を
目
的
に
試
算

さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

新
巾
建
設
計
両
の
策
定
期
間
と

な
る
合
併
後
1
0年
を
経
過
し
た

平
成
2
7年
（
2
0
1
5

年
）
ま

で
の
人
口
推
計
を
雄
に
一
定
の

条
件
設
定
の
下
で
推
計
し
て
い

ま
す
。

今
後
は
、
具
体
的
嘔
業
や
実

施
時
期
、
経
北
削
減
等
の
具
体

的
内
容
を
検
討
し
、
第
２
回
、

第
３
回
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
現
尖
性
の
鳥
い
も
の
に

ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

伊 達９町合 算値(? 単 位叫･百万 円り1 (合併しなかった場合)

○伊達９町が合併せず単独で行政執行していった場合一一･
17億円の累碩赤字（H17 ）－約400餓円の累積赤字(  H27 ) ※911 合計

合併後のすう勢評価値(単位：百万円) (合併した場合)

○伊達９町が合併し新市に移行した場合…

28偲円の累積黒字(  H17 ) →約120億円の累積黒字(  H27 )

働
く
っ
て
大
変
！

九
月
十
日
、
ト

ー
日
の
二

日
問
、
県
北
中
学
校
の
二
年

生
生
徒
約
百
十
名
に
よ
る
職

場
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。町

内
四
十
数
箇
所
の
事
業

所
、
店
舗
な
ど
に
分
か
れ
、

初
め
て
の
「
仕
嘔
」
を
経
験

し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
初
め
の
う
ち
は

だ
い
ぶ
緊
張
し
て

い
た
様
子

で
し
た
が
、
徐
々
に
仕
事
に

も
慣
れ
、
社
会
人
と
し
て
の

役
割
を
自
覚
し
た
よ
う
で
す
。▲おねえちゃ んはに んきもの

卜
き
、
緊
張
す
る
・
・
・

１
慣
れ
な
い
仕
事
も若

さ
で

カ
バ

ー



第
８
回

義
経
ま
つ
り

第
８
川
を
迎
え
た
「
国
見
町
義
経
ま
つ
り
」
は
９
月
2
3日
（
く
に
み
の
日

）
に
開
催
さ
れ
、

歩
行
者
天
国
な
ど
の
楽
し
い
催
し
に
、
人
勢
の
万
々
が
繰
り
出
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
武
者

行
列
で
は
、
観
月
台
公
園
で
の
出
陣
式
の
後
、
町
内
各
小
学
校
の
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
を
先
頭

に
、
時
代
絵
巻
さ
な
が
ら
の
鎧
兜
を
身
に
ま
と
っ
た
武
者
た
ち
が
勇
壮
に
練
り
歩
き
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
騎
馬
隊
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
本
年
は
森
汪
野
地
区
に

出
陣
、
詰
め
掛
け
た
観
衆
か
ら
声
援
を
受
け
ま
し
た
。

卜
「
エ

イ
エ

イ
オ

ー
ー

」雄

叫
び

を

上

げ

る
武

者
た

ち

１
森
江
野
地
区
へ
、
い
ざ
出
陣
－

卜
ち
よ
つ
と
怖
い
か
も
・
・
・



平　 成
１５年度

町
民
大
運
動
会

十
月
十
二
日
未
明
に
降
り
出
し
た
い
た
ず
ら
な
雨
。
今
年
の
連

動
会
は
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
９
２
３
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

地
区
対
抗
や
一
般
参
加
の
競
技
な
ど
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。
昼
に
は
町
内
五
つ
の
小

学
校
に
よ
る
鼓
笛

パ
レ

ー
ド

が
行
わ
れ
、
地
区
対
抗
の
綱
引
き
決
勝
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま

し
た
。

家
族
が
集
い
、
地
区

が
輪
に
な
り
、
み
ん
な
が
ひ
と
つ
に
な
っ

た
巡
動
会
。

卜
綱
引
き
決
勝

今
年
も
森
江
野
地
区
に
軍
配

４
パ
パ
安
全
運
転
よ

お
っ

と
、

ぶ
つ

か
る
～
Ｉ
・

秋の運動会
大木戸小学校　藤田幼稚園　藤田保育所

気 まぐれな 天候にも負け ず、 子ども たち

の元気な 歓声と、精一 杯の競 技が繰り広

げ られまし た。

▼10 月 ４日藤 田保 育所

かわい らしい ダンスや、祖父母との大玉ころ がし
などが行われました。

４
９

月
2
8日

大
木
戸
小
学
校

雨
で
一
週
間
延
期
に
な
っ
た
運
動

会
。
最
後
の
種
目
、
紅
白
リ
レ
ー
は
、

白
熱
し
た
競
技
と
な
り
ま
し
た
。

卜
９
月
一
″
日
藤
田

幼
稚
園

秋
晴
れ
の
下

、「
お
つ
か
い
」
に
、

「
リ
レ
ー
」
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の

圜
児
た
ち
。



９
月
の

グ
ラ

ビ
ア

９月14日｡観月台文化セ

ンターにおいて,恒例とな

った｢津軽ひろ孑歌謡ショ

ー｣が同催さ れまし た｡新

たに｢あつかし山｣｢国見実

りの歌｣の２曲のプレゼン

トを受け,冨永町長から感

繃状と｢お米｣が贈ら れま

した｡国見夢音頭では踊り

も繰り広げられ,大勢の観

客を沸かせました。

今年も熱唱！津軽ひろ子ショー

祖
父
母
参
観

敬 老の日 を前 に９月12日､ 藤田 小

学校において祖父母参観が行われま

し た｡ その後体育 館では 合唱 等､日頃

の学 習の成 果が発表さ れまし た｡学

校を訪れたおじ いちゃんおばあちゃ

んは孫たちの授業に熱心に見入って

い まし た。

駅前駐輪場をきれいに

去る ９月９日｡ 駅前駐輪場をきれいにし よ

うと｡ 放置自転車の撤去作業が行われまし た。

町生活環 境推 進員・防 犯協会藤田部会・藤田

駐在所が合同 で,放圜されていると 思われる

自転 嶽の 特徴 ，車体番号を控え ，撤去のお 知

ら せカ ードをつけまし た, 申し 出のな かった

自 転車は,10 月3日に擔去されまし た。

平家物語のタベ
９月19日 ．観月台 文化センターにおいて ．

古典鑑賞会主催に よる「平家 物語のタペ」が

開催され.幽玄な 舞台が繰り広げられまし た．

昼の 部は県北中生徒の 芸術鑑賞も兼 ねたも

ので, 晋段生で間くことのできない琵琶の音

色に聞き入っていまし た．冒頭. 県北中 ２年

生蜀志による箏曲も 披露されまし た．



薄暮時の交通事故をなくそう！

秋の全国交通安全運動
９月21日から30日にわたり、秋の全国 交通安 全運助

が実 施さ れました。
川 間中、朝の街頭指導や自助車、自転巾の ライト点

灯の呼びかけ、交辿安全鼓笛パレード など、様々な事

業が展開され ました。

人
枝
小
学
校
で
は
、

全
校
生
徒
9
0名
に
よ
る

交
通
安
全
鼓
笛
隊
パ
レ

ー
ド
が
行
わ
れ
、
地
域

の
方

々
へ
交
通
安
令
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

町
内

４
箇
所
に
お
い
て
、

自
転
車
を
対
象
と
し
た
ラ

イ
ト
翳
目
点
灯
指
導
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
部
活
助
帰

り
の
県
北
中
生
徒
ら
に
夜

光
反
射
材
や
チ
ラ
シ
な
ど

を
配
り
、
無
灯
火
防
止
と

安
全
走
行
を
呼

び
か
け
ま

し
た
。

平成15年12月31日まで

高齢者交通事故防止強化運動
自宅付近の逆路でのいきなり横断要注意!!

故

菊

地

正

さ
ん

へ
勲
六
等
単
光
旭
日
章

７
月

に

逝
去

さ

れ
た
元

国
見

町

議
会

議

貝
、
故

菊

地
正

さ

ん

に
勲
六

等

単
光
旭

月
な
」
が
授
与

さ
れ
ま

し

た
。

菊
地

さ

ん
は

昭
和
6
2
年

４
月

か
ら
平

成
1
5
年

ま
で

の
４

期
1
6

年

に

わ
た

り

。
談
会

議
貝

と
し

て

地

方
自

治

の
発
展

に
尽

力

さ

れ
、

そ
の

間
昭

和
6
2
年
か

ら

２

期
に
わ
た
り
伊
達
地
方
消
防
組

合
議
会
議
員
。
ず
成
７
年
か
ら

は
建
設
水
道
常
任
委
ｎ

長
、
平

成
Ｈ
年
か
ら
議
会
選
出
の
監
査

委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

９
月
５
日
に
、
瀬
戸
明
人
県

北
地
方
振
興
局
長
か
ら
、
夫
人

の
喜
久
さ
ん
へ
勲
紀
と
勲
章

が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

国見町小学校スポーツ(陸上)交歓会

平 成15年度国 見町小 学校スポーツ交 歓会（陸上）が10

月 ２日 、町内 各小 学校から ６年生87名が参加し、上野台

総合グラウンド において開 催さ れました。 スポーツ交歓

会は親睦と交 流、技術の向上を目的 に例年開催されてい

ます。 雨で一 週間延 期になっ た大会でした が、児童たち

は元気い っぱい 熱戦を 繰り 広げまし た。結果は次のとお

り です。

入賞者氏名
･jil 皿
橦　 目 �

㎜　　　

第１位 �
㎜　　　

第２位 �- 第3 位 �

一

極　 目 �- 第１ 位 �- 第２位 �

㎜　　　

第３位

18E 走 �佐藤健郎(小 坂)�本田毒奈（藤田２）�秦 隆史（驛田２）�18E 走 �八 巻彩乃（ 藤田 ２）�阿部珍弓（藤田１）�筏藤千紘(大木戸)

走り幅跳び �本田 泰崇（勝田 ２ ）�横山孝希(小 坂)�秦 隆史（藤田２｝�走り幅跳び �八 巻彩乃（ 藤田 ２）�佐藤美帆(小 坂)�武田理美(森江野)

ｿﾌﾄ事一同lf�高橋宏 宜（藤田 ２）�大波 悟（翁田１）�紺野 宏樹（藤田 １ ）�ｿﾌﾄ4-岶げ�冨塚綾子(小 坂)�吉田えり（藤田｜）�八鳥真奈美(大木戸)

1  m 走 �佐霹健郎(小 坂)�菅野佑二（藤田２）�阿部大輔(小 坂)�88 m走 �中田 剱 美（ 藤田 ２）�吋上智恵貫く森江野）�梅谷思保(小 坂)

4  m リレー� 小　 坂 � 藤 田 ２ � 藤 田 ｜ �400 mリレー� 冊 田 ２ � 藤 田 １ �小　　 坂

混合400mリレー ��
第１位 �� 第２位 �� 第３位

��藤田　１ �� 蒔 田　 ２ �� 森 江 野



ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
み
て
の
感
想

１
年
３
組
　

安
達
　

裕
子

長
崎
県
親
善
交
流
会
で
、
い

ろ
い
ろ
な
所
に
見
学
に
行
っ
た

の
も
楽
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
や

っ
ぱ
り
一
番
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
た
こ
と
で
す
。
始
め
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
ち
ゃ
ん
と

生
活
で
き
る
か
な
あ
、
な
ど
と
、

い
ろ
い
ろ
な
心
配
が
あ
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
引
き
受

け
て
下
さ
っ
た
人
達
と
対
而
す

る
時
間
に
な
り
、
渚
ち
ゃ
ん
、

梨
忠
ち
ゃ
ん
、
私
が
お
世
話
に

な
っ
た
小
川
さ
ん
と
対
面
し
ま

し
た
。
三
人
と
も
始
め
は
緊
張

し
て
い
ま
し
た
が
。
小
川
さ
ん

と
い
ろ
い
ろ
話
す
う
ち
に
、
緊

張
が
解
け
て
き
ま
し
た
。
小
川

さ
ん
の
自
宅
に
つ
き
、
同
じ
学

年
の
く
る
み
ち
ゃ
ん
と
も
仲
良

く
な
り
ま
し
た
。

一
一
日
口

の
夜
に
は
、
く
る
み

ち
ゃ
ん
と
一
締
に
、
ト
ラ
ン
プ

を
し
た
り
し
て
遊
び
ま
し
た
。

小
川
さ
ん
の
家
に
来
て
か
ら
、

二
日
間
し
か
、
一
緒
に
い
ら
れ

な
か
っ
た
け

れ
ど
、
私
違
の
こ

と
を
家
族
の
よ
う
に
思
っ
て
お

胯
話
し
て
頂
き
、
す
ご
く
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

三
日
日
に
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
人
達
と
、
お
別
れ
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
ま
し
た
。
小
川

さ

ん
は
、
急
に
川
事

が
で
き
た
ら

し
く
来
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

く
る
み
ち
ゃ
ん
が
來
て
く
れ
ま

し
た
。
国
見
中
の
人
も
来
て
い

て
、
私
違
の
所
に
は
、
大
久
保

め
ぐ
み
先
輩
が
粢
て
く
れ
ま
し

た
。
五
人
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し

た
り
、
ご
飯
を
た
べ
た
り
し
て
、

最
後
の
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
お
別
れ
の
時

間
に
な
り
ま
し
た
。
バ
ス
に
乗

っ
た
私
達
を
見
送
り
に
来
て
く

れ
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
人
達

や
、
川
見
中
の
人
達
を
見
る
と
、

な
ん
だ
か
す
ご
く
悲
し
く
な
り

ま
し
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
人
達

や
、
閥
見
中
の
人
達
と
の
交
流

は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

長
崎
県
国
見
町
の

思
い
出

長
崎
県
国
見
町
親
善

交
流
事
業
に
参
加
さ
れ

た
生
徒
の
方
か
ら
感
想

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
紙
面
の
都
合
に

よ
り
抜
粋
し
て
紹
介
し

ま
す
。

親
善
交
流

事
業
を
終
え
て

２

年
３
組
　
中
田
　

悠
貴

侠

は

、「

長
崎

県

国
見
中

学

生

親
善

交

流
事
業

」

と

い
う
同

じ

国
見

町

の
名
前

の

中
学

生
か

交

流
す

る
事

業

に
参
加

し

、
長

崎

県

の
国
見

町

へ
行

っ
て

来
ま

し

た
。長

崎
県

の

国
見

町
は

、
福

鳥

県
国

見
町

と

述

っ
て
、

海
岸

沿

い

に
あ
り

ま

す
。

乂

、
気
温

が

と
て

も

高
く

、
福

鳥
の

岡
見

と

比
べ
る
と
、
湿
っ
た
腎
さ
で
は

な
く
、
乾
燥
し
た
感
じ
の
暑
さ

で
し
た
。

長
崎
の
国
見
中
と
の
交
流
会

で
は
、
福
島
の
閥
見
町
と
長
崎

の
国
見
町
は
、
人
口
と
而
秋
が

ほ

ぽ
同
じ
と

い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
長
崎
の
国
見
町
に

は
商
校
も
あ
り
、
そ
の
商
校
は
、

サ
ッ
カ
ー
で
と
て
も
有
名
で
、

先
日
も
鳥
校
総
体
で
優
勝
し
た

す
ご
い
学
校
で
す
。
昼
食
は
、

お
瓦
い
の
郷
土
料
理
を
一
緒
に

作
り
食
べ
ま
し
た
。
柵
島
の
料

理
は
、
け
ん
ち
ん
汁
、
お
に
ぎ

り
、
ず
ん
だ
餅
を
作
り
食
べ
ま

し
た
。
長
崎
の
料
理
は
、
ち

ゃ

ん

ぽ
ん
と
い
う
う
ど
ん
み
た
い

な
も
の
を
作
り
ま
し
た
。
あ
と
。

川
う
ど
ん
と

い
う
揚
げ
た
麺
に

あ
ん
か
け
を
か
け
た
感
じ
の
料

理
を
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
で

バ
レ
ー
を
し

て
仲
閥
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
し
た
後
に
、

メ
ン

バ
ー
全
貝
で
鳥
原
城
と
雲

仙
岳
災
害
記
念
館
に
行
き
ま
し

た
。次

の
日
に
、
平
和
公
園
と
ほ

爆
資
料
館
へ
行
き
ま
し
た
。
ｆ

和
公
圃
で
は
、
原
爆
で
亡
く
な

っ
た
方
々
の
魂
を
お
さ
め
る
よ

う
な
像
が
あ
り
ま
し
た
。
原
爆

資
料
館
で
は
、
原
爆
投
下
後
の

写
真
や
、
原
爆
で
溶
け
た
瓶
や
、

ト

ー
時
二
分
で
齔
ま
っ
た
時
計

な
ど
が
あ
り
、
原
爆
の
す

ご
さ

と
恐
さ
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の

後
に
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を

交
え
て
お
別
れ
会
を
し
て
、
次

の
日
に
無
事
福
鳥
に
帰
り
ま
し

た

。僕

は

、
こ

の
親

善
交

流

会

を

通
し

て

い

ろ

い
ろ
と

勉

強

す

る
こ

と

が
で
き

ま

し

た

。
ま

た

、

機

会

が
あ
っ

た

ら

、
長

崎

県

国

見
町

に

行

き

た

い
で

す

。



保 健 だ よ り

保健福祉課 ．保健グループ(  585 ) 2783　'
でhoken@town.kuni mi.fukushima.jp

大腸がん検診を
受けましょう!!

40歳以上の男女を対象に人暘がん検診を行います。
＊受診対象者には。後日ハガキで個別に辿知いたします。

期　 問 � 地　 区 � 眄　 岡 � 鳩　 所

ｎ ’５（水） �
大　　 枝 � ９二(X)～10:(X) �東部高齢者等活性化センター

�大木戸 �10:a3～n130 �大木戸ふれあいセンター

11　7(金) �

森 江 野 �9:(X)～10:(X) �森江野町民センター

�小　　坂 �10130～1 1 : �大田川輿会所

�薩兩(板媼町内含きむ)�13:l}～15:30 �観月台文化センター 大研修室

・採便容器の回収は、１遡間後の同じ曜日、畤間．会場で冥樋予足でｉ 。
・対象地区で都合が悪い鳩合|ま別会場でもかまいません．また．容器の受け取りは代理も大丈夫です．

癪ハガキを必ず持参して下さい．
●響の儺康管理世帯躙歯アンヶ－卜で田1の検診を希望しなかった方で、新たに検診を希望ｌ る場合は、

保健福祉課俣健グループまで迎絡願います．

育　児　教　室
骸　　 当　　 児 � 実 施　日 � 実 施 時 間 � 会　　 場

平成15年５月～６月生まれの乳児 �12 月４日( 木) �午後1  時 分～午後 一 時 45分 �
観月台文化センター

第１和室

l実施内容】身長 一体重測定、睛乳、離乳、予防接種などについて。

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

乳　児　健　診
該　　 当　　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成15年８月生まれ）

・９か月児（平成15年２月生まれ） �12
月25日(木) � 午後１時30分～午後２時 �

観月台文化センター

第１和室

【検診内容】医師の指導、身長・体埀測定、調乳、離乳、予防接種などについて。

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

１歳６ヶ月児検診

該　　 当　　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成14年 ４月１日～　　

平成14年６月30日生まれの幼児 �12
月18日(木) � 午後１時30分～午後２時 �

観月台文化センター

大研修室

【検診内容】内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指尋、生活保健指導、身長・体重測定を行います。
心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。

栄養指導（おやつの試食）もあります。
（持参するもの）母子手帳と１歳６ヵ月児健康診査表（必要事項を記入してください）を忘れずに！

愛の献血に
ご協力を!!

11月19日(水)は国見町の献血の日です。

場　　　　　 所 � 受付時間I

八巷石材工業（株） 国見工場前 �9:00 ～11:30

(株)大岩機器工業所 国見事業所前 �12:CX 〕～13:00

(株)福梁製作所前 �14:30 ～15:45

湧水製作所（株） 福島工場前 �16:(X 〕～17:CX〕



インフォメーション

自
賠
責
保
険
・
　

共
済
の
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

自

賠

責

保

険

・

共

済

は

、

万

一

の

交

通

事

故

の

際

の

基

本

的

な

対

人

賠

償

を

目

的

と

し

て

、

バ

イ

ク

・

原

付

自

転

車

を

含

む

全

て

の

自

動

車

に

加

入

が

義

務

付

け

ら

れ

て

い

る

保

険

で

す

。

車

検

制

度

の

な

い

バ

イ

ク

・

原

付

自

転

車

は

、

特

に

期

限

切

れ

、

か

け

忘

れ

に

ご

注

意

を

１

自

賠

責

制

度

の

詳

し

い

内

容

は

、

ｈ

ｔ
ｔ
ｐ

：

／

／
ｗ

ｗ

ｗ

．

ｊ
ｉ

ｂ
ａ

ｉ

．
ｊ
ｐ

／

で

ご

覧

に

な

れ

ま

す

。

「
職
場
の
労
使
ト
ラ
ブ
ル

相
談
会
」
の
お
知

ら
せ

福
鳥

県
地
方
労
働
委
貝

会
で
は
、
下

記
の
日
程
で
、

皆
さ
ん
の

職
場
の
巾

で
起

き
て
い

る
貿
金

や
労
働

条

件
等

を
め
ぐ
る
労
使

問
の

ト
ラ

ブ
ル
に
つ

い
て
、
川

張
相

読
会
を

行
い
ま
す
。

労
働

者
・
使
用
者

を
問
わ

ず
相

談
を
受
け
付

け
ま
す

の
で
、
ど
う

ぞ
こ
の
機

会

に

ご
利

用
く

だ
さ
い
。
秘

密

厳

守

、

費

用

は

無

料

で

す

。な

お

労

使

ト

ラ

ブ

ル

に

か

か

る

相

談

は

、

来

所

や

電

話

、

電

子

メ

ー

ル

で

随

時

受

け

付

け

て

お

り

ま

す

の

で

、

お

気

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

◆

日

時

…

平

成
1
5

年
1
1

月
1
6

日

（

日

）

午

後

ｏ

畤
3
0

分

～

午

後

４

時

◆

会

場

…

福

島

サ

テ

ィ

（

福

島

市

南

矢

野

目

字

西

巻

田
3
5

）

◆

問

い

合

わ

せ

・
：

県

地

方

労

鋤

委

員

会

事

務

局

ｇ

５

２

１

－
7
5
9
4

電

子

メ

ー

ル

ｃ

　
引

　
Ｉ

　
ｌ
ａ

ｂ
＠
ｐ

ｒ
ｅ

ｆ

．
ｆ
ｕ

ｋ
ｕ
ｓ

Ｅ

∃

Ｑ
・
ｔ

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
受
付
中

い
よ
い
よ
受
験
シ
ー
ズ

ン
の
到
来
で
す
。
必
嬰
な

日
ま
で
に
お
手
元
に
資
金

が
届
く
よ
う
お
早
め
の
お

申
込
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
ご
融
資
額
…
学
生
・
生

徒
お
一
人
に
つ
き
２
０
０

万
円
以
内
◆
ご
返
済
期
間

…
1
0年
以
内
（
交
通
遺
児

家
庭
・
母
子
家
庭
の
方
に

つ
い
て
は
１
年
の
延
長
が

可
能
で
す
）◆
据
置
期
間

…
在
学
期

間
以

内
で
元

金

の
据
置

を
お
く
こ
と

が
で

き
ま
す
。（
返
済
期

間
に

含

ま

れ
ま

す
）
◆

保

証

…

鄒

教
育
資
金

融
資
保
証
基

金

ま

た
は

保
証

人
（
１

名
以

上
）
◆
利

率
…
年

１
・
５
％

（
平

成
1
5
年

１
月
1
0
日

現

在
）
◆

ご
返

済
方

法

…

毎

月
元
利

均
等
返

済
。

ボ
ー

ナ
ス
月

増
額
返

済
、
ス
テ

ッ

プ
返

済
も
で

き
ま
す
。

◆
問
い

合
わ
せ
・：
国
民

生

活
金

融
公

庫
福
鳥
支

店

冊Ｊ
５
２
３
－
2
3
4
1

裁
判
所
調
停
委
員
に
よ
る
゜

無
料
調
停
相
談
会
の
　

お
知
ら
せ

福

島
調
停
協

会
で
は
無

料
調

停
相
鮫
会

を
開
催
し

ま
す
。
相

談
内

容
は
、
離

婚

・
相
続
・
遺

産
分
割
・

扶

養
等

の
家

庭
問
題

、
サ

ラ
金

・
金
銭
貸

借
、
土
地

建
物
の
紛
争
。
交
通
事

故
、

そ

の
他

の
民
事
問

題
等
全

般
で
す
。
当
口

は
民
事
・

家

事
調
停
委
貝

（
各
分
野

の

専

門

委

貝

も

お

り

ま

す
）
が
相
談

に
当
た
り

ま

す
。
困

っ
て

い
る
こ
と

が

あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽

に

お
川
か
け
く
だ
さ

い
。

○
第
１
回

相
談

会

◆
日
時
・：
平
成
1
5年
1
1月

５
日
（
水
）
◆
場
所
・
：
福

島

ル
ミ
ネ

５
階
オ

ー
ク
ル
ー

ム○
第
２
回

相
談
会

◆
日

時
…
平
成
1
5年
1
1
月
1
2

日
（
水
）
◆
場
所
・：
二
本

松
市

福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は

い
ず
れ
も
1
0時

～
1
6
時
（
1
5時
受
付
終
了

）

◆

問
い
合
わ
せ
・
：
福

島
家

庭
裁
判
所
総

務
課

ｇ

５

３
４
－
6
1
8
6

1
0月

は「

労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
」
で
す

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇

用
保

険
）

は
、
労
働
者

が
労

働
災
害

や
失
業
等
の

保
険
事

故
の
と
き
必
要

な

保
険
給
付

を
行
い
、
生
活

の
安
定
・
社
会

復
帰

や
再

就
職
の
促
進

・
雇

用
機
会

の
増
大

等
を
図

る
こ
と

を

目
的

と
し
て

、
政
府

が
管

理
・
運

営
し

て
い
る
強
制

的
な
保
険
制
度
で
す
。

事
業

主
は
、
労
働

者
を

一
人

で
も
雇
用
し

て
い
れ

ば
、
労
働
保

険
に
加
入
し

労
働

保
険
科

を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加

入
手
続
き
等

の
詳
細

に

つ
い
て
は
、
最
寄

の
労

働

基
準
監

督
署
、
（

ロ
ー

ワ

ー
ク
（
公
共

職
業

安
定

所

）
又

は
労
働
保
険

事
務

組

合
（
労
働
保

険
の
事
務

を
代

行
す

る
団

体
で
、
商

工

会
、
事
業
協
同

組
合
等

が
あ
り
ま
す
。
）
へ
お
尋

ね

く

だ
さ
い
。

「

Ｓ

マ

ー
ク

」
を

ご

存

知
で

す

か
？

標

準

営

業

約

款

制

度

（
Ｓ

マ
ー
ク
）
は
法

律
で
定

め
ら
れ
た
消
費

者
（
利
用

者
）
を

擁

護

す

る
制

度
で

す
。
厚

生
労
働

大
臣
認
可

の
約
款

に
従
っ
て
営
業

す

る
こ
と
を

登
録
し

た
「
理

容
店

・
美
容
店

・
ク
リ
ー

ニ
ン

グ
店
」

で
は
、
店
頭

に
Ｓ

マ
ー
ク
を
掲

げ
て
い

ま
す
。

登
録

店
は
技

術
・
安

全
・

衛
生

を
約
束
す

る
信

頼
で

き
る
お
店

で
す
。

◆
問
い

合
わ
せ
・：
齟
福
鳥

県
生
活

衛
生
営
業
指

導
セ

ン
タ
ー

昔
５
２
５
－
4
0
8
5



伊
達
地
方
消
防
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

地
振
ど
う
す
る
？

突
然
の
地
震
発

生
時

、

も
し
こ
ん
な
所
に
い
た
ら
、

こ
の

よ
う
に
対

処
し

ま
し

◆
屋
内
に
い
た
ら
・：

○
身

の
安

全
を
図

る
と
と

も
に
、
火

を
使
っ
て

い

た
ら
小

さ
な
火
で
も
消

す
よ
う
に
心
が
け
ま
す
。

○

ガ
ラ

ス
の
破
片
に

よ
る

怪
我

や
、
窓
か
ら
の
帳

落
な
ど
思

わ
ぬ
危
険

が

あ

る
の
で

、
窓

際
に

近

寄

ら
な
い
よ
う
に
し

ま

す
。

○
慌
て
て

出
入
口
に
殺
到

し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

特

に
、
デ
パ
ー
ト

や
映

画
館

等
で
は
、
群

集
に

よ
る
パ
ニ
ッ
ク
が
起
こ

り
や
す
い
の
で
。
係
貝

の
指
示
に
従
い
ま
す
。

○
瓦
、
看
板
な
ど
が
落
ち

て
き
て
、
思
わ
ぬ
怪
我

を
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
慌
て
て
外
に
飛
び

出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。

○
避
難
す
る
と
き
は
、
エ

レ
ベ
ー
タ
は
絶
対
使
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

◆
屋
外
に
い
た
ら
・；

○
ガ
ラ
ス
の
破
片
・
壁
体

の
剥
離
・
看
板
・
広
告
・

瓦
等

の
落
下
危

険

が
あ

る
た
め
、
衣

類

や
持
ち

物

な
ど
で
頭
を
保

謾
す

る
と

と
も
に
、
広

場
な

ど

に
避
難
し

た
り
、
丈

夫

な
建
物

に
駆

け
込

む

こ
と

が
大
切
で
す
。

○

ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
門

柱

の

倒

壊
、
変
圧
器

の
落
下

の
危
険

が
あ
る
た
め

、

そ
の
よ
う
な
場
所

に
近

寄
ら

な
い
よ
う
に
し

ま

す
。

○

車
の
運

転
中
で
は
、
車

は
バ
ン

ク
し

た
時

の
よ

う
に
（

ン
ド
ル
を
取

ら

れ
る
の
で
、
衝

突
・
追

突
・
横

転
な
ど
に
注
意

し
、
停
止
す
る
と

き
は
、

徐

々
に
速
度
を
落

と
し

急
停

車
を
避
け

ま
す
。

ま
た
、
車
か

ら
離

れ
る

と
き
は
、
道
路

の
左

側

に
寄

せ
、
エ
ン
ジ

ン
を

止

め
、
鍵
は
そ

の
ま
ま

に
し
て
お
き
ま
す
。

○
電

車
内

で
は
、
地
震

畤

急

停
嗔
す

る
こ
と

が
あ

る
の
で

。
常

に
吊

革

等

に
つ
か
ま
る
と
と
も
に
、

身

勝
手
な
行

助
を
と
ら

ず
、
乗

務
員
の
指
示

に

従

い
ま
す
。

不審な債権返済封筒に注意!

８月中句頃か ら､ 差出人が｢ 日 本債権管理 セン ター㈱｣

や｢ 北 全日本位 権同収協 会｣ 名乗る業 者の、債権 回収と

見せ かけた不 審な封Ilyが屈い てい ます。

① 身に覚えがなけ れば､ 連絡 しないよ うにして ください。

(連絡すると相手方に電 話番号が 知られてし まい ます)

② もし相手から 皿話があっ た場合は｢ 事実がない ので支

払 う憲思はあ りません｣ と、毅 然とし た態 度で 応じて

ください｡ また個人を特定 できるよ うなこ と(勤め先･　

家 族構成 等の 質問に答 えること) は 絶対伝 えない よう

に注意して ください。

③情報提供として、桑折警

察署にも連絡してくださ

い。

お問い合わせ

企画財政 課

企画財政 グループ

585 ｰ 2927

福鳥県消 費生活セ ンター

521→999
(相 談専用)

桑折警 察署　 ？？582 ｰ 幻 51

･●こんな封書が届いたら注意！

結
婚

お
め
で
と

う

後

藤
　

喜

勝
７

志

村

三

奈

子

、．‘

（
高

城
ｙ

佐
藤
　
陽
一
ご

荒
井
　
優
季
～

（

山

崎

舘

）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま

す高
橋
幸

次
郎
～
8
6（
板
橋
）

高
村
　

博

麿
い
7
3（
山
根
）

武
Ⅲ

ヨ
シ
ノ
バ

剛
（
人
町
北
）

細
田
　

フ
ヨ

ご
7
9（
″
出

と

菅

野

英
一
～
8
1（
山
崎
黜
）

志
村
　

良
一
ご
8
2（
高
城

）

大
槻
喜

三
郎
ご
7
9（
駅
前

）

徳
江
　

源
二
ご
8
7（
本
町

）

・
誕
生

お

め
で

と

う

佐
藤
　

汰

て
ご
　
康
史
丿
　

博

美
～
　
（
貝
　

田
）

阿
部
　

瑠
威
ｙ
　

俊
和
い
　

恵

美
ご
　

１

Ⅲ
宮
前
）

た．か
こ

佐
藤
　

天

翔
ｙ
　

弘
樹
～
　

哨

美
ｊ
　
（
第
　

四
）

後
藤

あ
す
か
ｙ
　

和
弘
．．‘
　
輿

理
子
ｊ
（
鳥
　
取

）

紺

野
　

聖
仁
Ｘ
　

芳

男
丿
　
愛

子
Ｊ
　
（
宮
町
南
）

服
部
　

憲
嗣
ノ
　

利

彦
～
　

真
澄
ご
　
（
徳
江
北
）

{9JI 木11までに､当町窓口で受ltした方で．

仕所をfl'する方を掲載しました.}

掲載を希盟されない方は、届け出の際にお申し出下さい。

10､11月の心配ごと相談

10J12411;ｉ･ 菅野河･ 廊 气

fil飢さよ里 气

5  日 木 八ｌ 忠 一゙ 4

岩野 和f,'4

11【l･ｔ･ 占Ⅲ　 ａ ゛4

小内 齶11` 气

日 ﾄ た 菊地' ド勁 气

斎・ 洋子r ，

・ 略所 役場(  2 麕 》 諸家

●畤同 午前９畤一正乍

人口と世帯
平成15 年９月１日現在

人口1  946 人(－２０)

男5.267 人(－６〉

女5.679 人(－20)

出生７人 死亡11人
転入８人 転出24人

世帯3.218 世帯(   ー4 )



生涯学習

つうしん

国見町教青委 員会生涯学習諌
く観月台文化 センター)

( 5 日 5 ) 2676 FAX ( 5 ) 27071
shogai@town. 純禳耐北純Shim 明P

行事のお知らせ

(10月)
16日(木) 子育て教室(歯磨き教室)

子ども移動図魯館(森江野小)

18日(土) 少年仲間づくり教室

(ニュースポーツ)

21日(火) 阿津賀志学級(■道グループ)

24日(金) 阿津賀志学級(研修旅行)

成人字級(見学学習)

25日(土) 子育て教室(焼き芋パーティー)

26日(日) 国見町文化祭

(開会式･音楽芸能発表会)

28日(火) 阿津賀志学級(縊遥グループ)

29日(水) くにみ女性教室(煎茶グループ)

〈11 月 〉

２日(日) 国見町文化祭(総合展示会)

３日(月) 国見町文化祭(総合展示会)

５日(水) くにみ女性教室(煎茶グループ)

６日(木) 子ども移動図書館(大枝小)

10日(月) 子ども移動図懲館(藤田1)

11日(火) 子ども移動図書館(小坂小)

12日(水) くにみ女性教室(煎茶グループ)

子ども移動図書館(藤田2)

13日(木) 子育て教室(楽しい折り紙)

子ども移動図害館(森江野)

14日(金) 阿津賀志学級( 健康教室)

成人学級(体力づくり)

15日(土) 国見町青少年町民大会

17日(月) 子ども移動図書館(大木戸小)

26日(水) 子ども移動図愬館(藤田３)

くにみ女性教室(調理実習)

28日(金) 子育て教室くお かずづくり)

日
露
親
善
合
唱
交
流
に
参
加
し
て

九

月
ニ
ト

六
日

、
ニ
ト

匕

日

同

地

プ
ラ
ウ

エ
ン
ハ

名

は

、
口

シ

ア
の
サ

ン

ク
ト

ペ
テ

ル

ブ
ル

グ
日

琳
友

好
協

会

主
催

に
よ

る

「
巾

制
三

百
川

年

紀
念
日

琳

親

洫
‥
ジ
ョ

イ
ン
ト

コ

ン
サ

ー
ト

」

に
参

加

す
る

機
会

を
得

て

、
コ

ー
ラ

ス

ー
ヴ
ェ
ル

メ

ー
ル
（
柵

島

巾
）
、
原
町

お

雌

さ
ん
コ

ー
ラ

ス

（
原
町

巾

）
、

や
な

が
わ
女

声

コ

ー

ラ
ス
（
梁

川
町

）
と
共

に

総
勢

瓦
卜

四
名

で

参
加

し
ま

し
た

。

今

年

は
、
日

本

国
外

務
省

が

「

ロ
シ

ア
に

お
け

る
凵

本
年

」

と

宣
冫
‥
し

た

こ
と

で

、
日
露

の

交

流
の
匕

で

。
層

我
侭

な
年

で

あ
る
時
に
、
訪
問
団
長
で
あ
り

指
揮
者
の
板
姐
忠
直
先
生
の
．儿

に
招
待
状
が
川
い
た
の
は
、
昨

年
の
四
月
．
そ
れ
か
ら
練
習
を

叺
ね
る
こ
と

．
年
若
　
つ

い
に

シ
ュ
ワ
ロ
フ
穴
殿
で
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
林
と
な

り
ま
し
た
一

日
本
総
領
嘔
の
「
こ
れ
は
日

本
政
府
の
公
式
行
胼
で
す
」
の

挨
拶
に
先
ず
感
激
し
、
咒
に
ア

カ
デ
ミ
ア
女
声
介
唱
川
四
卜
名

に
よ
る
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
次

に
私
達
の
演
奏
と
な
り
ま
し
た
．

ロ
シ
ア
謡
の
「
赤
い
サ
ラ
フ
ァ

ン
」
で
挨
拶
、
ア
ン
コ
ー
ル
他

八

曲
を
披

琳

し
て

、
最
後

に
「

さ

く

ら
さ

く
ら

」
を

合

同
で

合
唱

し

ま
し

た
．

そ
の
後

の

レ
セ

プ

シ
ョ

ン
で

は

、
お

．阯

い
に

プ
レ

ゼ
ン

ト
交

換

や
個

々
に

別
れ

て

の
談

笑
．

ロ

シ
ア
語

で

練
刊

し

た
曲

「

カ

リ

ン

ガ
」

の

人
合

唱
‥
で
は

、

．

気

に
盛

り
に

が
り

、
ｆ

を

つ

な

ぎ

輪
に

な

っ
た
乙

女

た
ち

の
笑

声
と

笑

貎
の

容
姿

に

は
思

わ

ず

親

善
を
忘

れ
う

っ
と

り
し

て
し

ま

い
ま
し

た
．

．
．
度
日

の

ジ
ョ

イ

ン
ト

は

、

ス

ピ
リ

ド

フ
芸
術

学

校
で

リ

ラ

少

年
少

女
合

唱
団

．瓦
卜
名

（
卜
）

歳

～
卜

．．
．歳

）
と

で

し
た

．

口

シ

ア
の
ｆ

ど
も

た
ち

が
日

本
語

の

「
お

介
当

袙

に

オ
ニ

ギ
リ

、

オ

ニ

ギ

リ

ち

ょ

っ
と

詰

め

て

…

」
と

、
手

遊

び
を
入

れ
て
歌

い
だ
し

た
と

き

は
、

感
動

の

Ｉ

ａ

で
し

た

。

次

に
私

た
ち

訪
問

団

が
舞
台

に

上

が
る

時
は

、
思

わ

ず
同
行

の

ス

タ
ッ

フ
よ

り
「

ぱ
あ

ち

ゃ

ん

ガ
ン

バ
レ
」

と
後

抑
し

さ

れ

ま

し

た
。

開
演

前
か

ら
子

ど
も

た

ち

と
交

流
し

た
為

か
合

同

の

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

は
和

や

か

に

人

合
唱
と

な
り
ま

し
た

。

プ
レ

ゼ
ン
ト

の
竹

ト

ン
ボ

や

折

紙

に
興

ず

る
ロ

シ
ア

の
子
等

と

別

れ
を

惜
し

ん
で

閉
会

し
ま

し

た

。

人
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訪
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の
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の
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っ
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し
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妊
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部
紀
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国
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ウ
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昭
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六

年
に
公
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鮪
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コ

ー
ラ

ス
教

室
と

し
て

発
足

し

た
合
唱

団

▲リラ少年少女合唱団とのジョ イント



第32回　国見町文化祭

日 畸　 ・開 会 式　 １０月２６日{Eﾖ}

９:３０～

・舊楽芸能発表会10 月２６日( 日)

10: ００～

・建 合 展示会　 １１月２日( 日)

9  :  OO～16: ３０

■　　 μ　　　　11 月３日( 月)

9:００～15: ００

場 所 観月 台文 化 センタ ー

主 価 国見IJ 文 化団 体漣 絡協 康会

国見町文化情報

゛' 姫 神 コ ン サ ー ト2004

｢N  ew Wave｣
。。

～集し の鯡・かけがえのない楯亶～

平成16 年２月２１日( 土)

午後 時 関 場 (午後６畤半開 演)

入場料 ５.ｓｎｎ円( 前売り)６.０００円( 当 日)

･l？ケット蚯売は日 月上句からﾝ

｢裨々の耨」のテーマ●等を甼|刪す､世界で

活竃中のシンセサイザー薺者r蝪裨jが自身初の

小ホール規模でのコンサート．

親子映画館
「
ピ
ー
タ
ー
　

パ
ン
２
」

１２月２０日( 土)
午後1畤半

入場料 ３００円
(小学生以上)

平成16年　国見町成人式
期　日　　 ’|`成16年 口H1 日（ll）
日　 程　 受付　 午加10時から

式典　’自徇日時から午前日 日 30分頃

パーティ　IE゛rからＴ 後1時頃

会 場　lil 見町観り台文化センター
破'11者|よ、昭和58年･口j211 から59年4jj1 日

までに唯まれた|･kl見在flEの方ですが、町外在住の
方で川席を希望する方は、教介委11会生涯学習課

へ申し込みください。
式典では、成人式証､11と記之品の川111があります｡

式典後には、記念槻影や記念パーティを行なう干
定です

1
洋しいことは、後||､ｔj1名･あてに送付される案

内状をご覧ください｡

問い合わせ・申し込み先

教育委員会　心涯学習:  ) 85 一 2676

1･r夭扠嗷『
�nS- ●-| �一 一

��小1λ 悦７

吟木 穣 �心浦 淳也 �板鳴 雅敏 �謄藤 戞 �佐藤 昊●
j･戸 来果了�小叫 岾 �μ砂 貞梨子�鈴木 町也 �兇１ 西節

ﾖ  ･  田 一 名｡ 。､｡l��伊唖 明哭

和 羡 �樋口 ｎ也 �羽根田 孝幀

比合 纏太 �加蕪 賢子 �小色 祐子

占川 梨皿 �耙野 さよ了�再取 歩

奥山 忠晟 �巒苅 春樹 �11木 萸玳

碣禰 五純 �６ぼ 博和 �八軣 令沙

武囲 汐 �渡辺 晧哭 �内村 椏子
罵田 祥子 �佐藤 柘友 �後秘 戀昊

奠曄 河９ �ａ田 賢池 �詞９ 及里

ゐ田 慳昊 �悒祕 尚徳 �一痩 懋夷
占田 麻哭 �眤疉 史宏 �賢誣 訓

菊地 博之 �八唇 吻 �小野 舂聚

霜山 智哭 �惴舁 禰 �ａ田 尚史
仮 貉 臨 ｰ �石田 心正 �吉田 裕樹

占田 緊ｌ �ｌ秘 岬子 �齊粹 司

松涓 叺t! �岷誣 昊佐 �尾彫 誠
佐久問 忍 �畠山 曹 �八唇 声介

奥山 Ｑ哭 �木li凡鳥 �咼橋 碍甼
宍ｐ ｇ肖 �罍野 珊造 �濃爾 吟也

rr黯? 哨燃 �怜亀i｡。－S｡,S 。,J

大沼 芳勝 �商橋 夕 �ち田 百合子

武田 和了 �霞麪 恋々 忽�漢谷 和人

区遍 阻・ �渡儷 和之 �大聞 実

刄町 罵命 �本田 蛍旻 �村 増

攣澤 修平 �阿部 弘美 �後藤 祐子

松浦 祐子 �占田 実ｑ �鷂町 譱囁

1政江li迪喀】21名-iSjl 薺''

偉久問 正川�宍戸 太郎 �宍戸 優

佐藤 患 �伊驂 友昊 �佐藤 貪包

太田llJ �八壱 大 �輿辺 安希

八壱 笑哭 �八畏 巧哭 �祠上 拓也

忝蕀 規矩禳�村上 一尖 �封土 哭新子

大jlλり �村よ 酲挌 �菊地 純也

寺島 費 �小島 飛;l昊�粛胴 戀

��●皿|!

安魯 恭仁 �佐魯 廐喫 �赤坂 ―愈

大場 綯畴 �笠松 蝸広 �膏野 勝

濆田 大介 �浅野 扎皋 �遠藤 宋

今野;ll 孑�竹内 亜¶ �安齢 耀夷

嵎山 良之 �４ 栄咋 �仰野 夕妃

梅谷 沙罘jl�阿耶 ひとみ�適齢 博志

島町 優希 �き野 大輔 �占内 罍;覃哭

ス
ポ
ー
ツ

一心に～少年柔道大会～

今年 で23 回目を 迎え る国 見 町少 年柔 道大会 。 福島 、

宮城、山形の ３県から今年はこれまでで最も多し丶40団 体・450

人 の選手 が参加し て行 われまし た。柏 葉体育 館の中

に は、 選手 た５ の気 合い と 保謹 者た５ の 大き な声 援が

響き わたり ました 。

募集 ～町内一周駅伝～
●日　 畤　11 月２日(日) 午前8  時 30分スタート

(上野台・総合運動場)

●区　 間　10 区間(24.6㎞)
5 区は女性の髱定区間

●種　 別　 一般の部、中学生の部

●参加資格　・町民.I 】内の職場に勤務している人で
編成したチーム

・小学校区単位で編成したチーム
・職場、職域で編成したチーム
・愛好者で編成したチーム
・中学生以上の人で編成したチーム

●申 込 み　 所足の申込攤を10月23日( 木)まで、
生涯学習課へ



国
見
二
ュ
ー
タ
ウ
ン

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地

平
成
十
一
年
度
に

一
六

二
区
画
の
分

譲
開
始
以
来
、
毎
年
着
実
に
販
売

を

進
め
、
既
に

Ｉ
〇
二
区

画
を
分

譲

、
残
り
六
十
区

画
と

な
り
ま
し

た
。

厳
し
い
経
済
状
況
の

も
と
、
緩
や

か
な
が
ら
着
実
な
る
前
進
が
図
ら
れ
て

い
る
の
は
、
国
見
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の

恵
ま
れ
た

環
境
と
安
心
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
既
に
七
十
五
世

帯
二
六
〇
人
を
超
え
る
方
々
が
移
住

さ
れ
、
半
数
以

上
が
国
見
に
移
り
住
ま
れ
た
方
で

、
定
住
化
構
想
も
前
進

し
て
お
り
ま
す
。
「
国
見
町
が
国
土
交
通
省
の
補
助
の

も
と
、
し

っ
か
り
造

っ
た

も
の
だ
か
ら
、
安
心
さ
ら
に

格
安
」
こ
の
こ

と
を
大
切
に
、
既
に
入

居
さ
れ
て
い
る
方
を
は
じ
め
多
く
の

皆
様
に
信

頼
・
支
援

さ
れ
る
よ
う
努

め
て
ま
い

り
ま
す
。

現
在
六
十
区
画
が
あ
り
、
先
着
順

に
要
望
区
画
が
選
択
で
き
ま
す
。
建

築
期
間
の
制
限
は
無
く
、
将
来
予
定

さ
れ
る
子
供
さ
ん
等
の
た
め
に
も
購

入
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是

非
現
地
を
ご
覧
下
さ
い
。

詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
現
地
案
内
も
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

60区画分譲中

国見町企画財政課
kikaku@town.kunimi.fukushima.Jp

容 585  ｰ  2927

支払条件大幅緩和
契 約 時 に１割 、残 り は３年 以 内の 分 割 納 入

力i可能 に!

借 り 入 れ によ る一 括 支 払の 場 合 は３年 間 の

利 子補給 制度 新設

(1 千万円を限度に､２％について３年間利子補給)

ll･ﾄ 水゙道完備

お紅やす秀 剛 曷

7か|州 劼と拍躇

殷 のない伺 と祕

憩いの緑地公吋1ヵ所

拑 ジ脚
晦4 豚
に肋

▲虹色の雪がふる

大枝小６年　岩城賢

１手をのばせば…

大枝小６年　佐久問史織
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６
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